
前期基本計画の策定にあたって（課題の整理） 

 「未来創造羅針盤」を策定するにあたり、市民アンケート及びワールドカフェ（ワークショッ

プ）を行い、市民皆様のご意見などをいただきました。基本構想の第１部「まちづくり未来図」

の第３章「市民からみた未来への意見」を分析するとともに、分野別に整理し、「夢あふれる 未

来のまち 平戸」実現のための施策につなげていきます。 

 

 協働、地域コミュニテ

ィ、シビックプライド 
産業、雇用 子育て、教育 保健、医療、福祉 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

●コミュニティ活動

に参加している人

は 64.1％となって

いる。 

●一方、今後参加した

い活動については、

「特に無い」が最も

多く、中でも若年層

の割合が多い。 

●「企業誘致や雇用対

策、就業環境」は重

要度が高く、満足度

は低くなっている。 

●農林業および水産

業について、「さら

なる振興」と「担い

手確保」に関する自

由意見が多く見ら

れた。 

●「子育て支援対策」

や「学校教育の充

実」は、重要度が高

いほうに位置して

いる。 

●子育てに対する地

域での支援や、交

流・意見交換の環境

づくりの推進につ

いて自由意見が見

られた。 

●「緊急医療体制」な

ど医療や保健に関

する項目、いずれも

重要度が高いほう

に位置している。 

●地域貢献活動で興

味 の あ る 分 野 は 、

「健康づくり」が最

も高く、次いで「高

齢者福祉」となって

いる。 

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ 

●地域を引っ張って

いくリーダーが必

要。 

●地元の宝を知り誇

りを持つこと、住民

一人ひとりの意識

改革などの地域コ

ミュニティ、人と人

とのつながりが大

切。 

●農林水産業の安定

した雇用を生み出

し、若者の定住・移

住を促進する。 

●地元農産物・水産物

のブランド化が必

要。 

●新しい産業を創出

するため、農業、林

業を新しい視点か

ら見直すことが必

要。 

●乳幼児とその保護

者が気軽に集える

場所が必要。 

●安全な通学路の確

保など、児童・生徒

が安心して学習で

きる環境を整備す

ることが必要。 

●地元の人が地元の

良さ、素晴らしさを

学ぶ機会が必要。 

●車を運転しない高

齢者が通院や買い

物ができるよう、生

活支援を行う必要

がある。 

●離島における緊急

医療体制の整備。 

●子どもや高齢者、障

がいのある人が安

心して暮らすこと

のできるバリアフ

リーのまちづくり。 
     

必
要
と
な
る
取
り
組
み
の
方
向
性 

●地域活動の担い手

の育成を行うとと

もに、まちづくりに

関する講演会や研

修会等を行い地域

住民の意識の醸成

を図る。 

●平戸市に愛着と誇

りを持つことがで

きるよう、地域資源

を再認識するため

の学びの場を提供

する。 

●地域づくりを担う

まちづくり運営協

議会等の団体支援

を行う。 

●雇用の場を確保す

るため、企業誘致や

創業支援を行う。 

●農林水産業におけ

る意欲ある担い手

を確保・育成する。 

●効率的で安定した

漁協経営を維持す

るための支援を行

う。 

●平戸産品の知名度

を向上させ、特産品

のブランド化を図

る。 

 

●だれもが安心して

子どもを産み育て

られる環境の整備

を図る。 

●家庭、学校、地域社

会が連携した地域

ぐるみによる子育

て支援体制の強化

を図る。 

●図書機能や各施設

の機能強化を図り、

生涯学習等の学び

の機会を充実する。 

●佐世保県北医療圏

域全体での医療の

充実や連携強化に

よる救急医療体制

の充実を図る。 

●高齢者が住み慣れ

た地域で自分らし

い暮らしを続ける

ことができる環境

を整備する。 

●子どもから高齢者、

障がいのある人等

すべての市民が地

域で支えあう共生

社会の構築を図る。 

【資料２－２】 



 

 

 

 

 定住・移住、自然

環境、生活基盤 

観光、文化、シテ

ィプロモーション 
行財政運営 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

●「災害対策」や「防

犯対策」などの生活

環境に関する項目

の重要度が高くな

っている。 

●生活の基盤となる

「道路の整備」や

「公共交通」などの

満足度が低く、自由

意見も多く見られ

る。 

●「地域の資源を活か

した観光の振興」は

重要度が高く、満足

度は低くなってい

る。 

●平戸が持つさまざ

まな資源を活用し

た観光振興に関す

る自由意見が多く

見られる。 

 

●「市民に対する市職

員の対応」「行政へ

の住民意向の反映」

「行政運営・財政運

営の効率化」は重要

度が高く、満足度は

低くなっている。 

●財政状況を踏まえ

た公共施設整備や、

市職員のスキルア

ップに関する自由

意見が見られた。 

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ 

●仕事や楽しみが自

由にできるまちに

して、若い世代が暮

らしやすいまちに

することで移住者

を増やす。 

●空き家入居者を募

集するなどの情報

提供が必要。 

●おもてなし力の向

上や多様化する観

光ニーズへの対応

が必要。 

●観光客が来る観光

地としての自覚を

持ち、少しずつの心

づかい、気配りが必

要。 

●世界遺産の動きと

連動した交流の取

組が必要。 

●住民や職員のまち

づくりに対する意

識の向上が必要。 

●離島などにおいて

も行政サービスを

充実させることが

必要。 

    

必
要
と
な
る
取
り
組
み
の
方
向
性 

●幹線道路網や生活

道路の維持整備を

行い、安全な交通ア

クセスを確保する 

●高齢化社会に対応

した公共交通を確

保するとともに、離

島航路を確保・維持

する。 

●移住希望者へわか

りやすい情報提供

を行うとともに、移

住者の受け入れ態

勢の強化を図る。 

 

●官民一体となり、観

光客を受け入れる

おもてなし力の向

上を図る。 

●平戸市における全

ての地域資源を活

用した体感型観光

を推進する。 

●市外に平戸市の魅

力を効果的に発信

し、観光誘客を推進

する。 

●西九州自動車道の

延伸を契機にした

交流人口の拡大を

図る。 

●市職員に対する研

修などを充実させ、

多様化する地域課

題や住民ニーズに

対応できる職員の

育成を行う。 

●様々な媒体を活用

し、わかりやすい行

政情報を発信する。 

●財政の健全化を推

進あい、市民サービ

スの向上と財政負

担の軽減を図る。 

 

 


